
第６節 社会・勤労者福祉 

  

１ 戦傷病者及び戦没者遺族等の援護 

 
（１）戦傷病者、戦没者の遺族等の援護 

根拠法令等 

戦傷病者、戦没者遺族等援護法 

戦没者等の妻に対する特別給付金支給法 

戦没者の父母等に対する特別給付金支給法 

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給法 

所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 国10/10 

 

＜目的・事業内容＞ 

戦傷病者、戦没者遺族等援護法で軍人軍属等の公務上の負傷若しくは疾病又は死亡に関し、国家補償

の精神に基づき、軍人軍属等であった者又はその遺族を援護することを目的とする。 

 

＜実  績＞ 

平成１８年度は、第１７回及び第２２回の戦没者等の妻に対する特別給付金第２３回及び第１３回の

戦傷病者の妻に対する特別給付金、第８回の戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の受付を行った。 

年度 

区分 
14 15 16 17 18 

戦傷病者関係（戦傷病者手帳 
交付、ＪＲ乗車券交付等） 26 19 14 41 45

特別弔慰金 5 0 2 1,782 46

特別給付金 7 185 123 142 49

恩給及び援護関係相談 約 1,300 約 800 約 750 約 620 約 700

 

（２）戦没者、戦災死没者追悼式 

根拠法令等 ─ 所管課 福祉課 

担当窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 市10/10 

 

＜目的・事業内容＞ 

本市出身の戦没者、戦災死没者のめい福を祈るとともに、世界の恒久平和を祈念するために、毎

年１１月に市内に居住する戦没者、戦災死没者の遺族を対象に戦没者追悼式を行う。 

 

＜実  績＞ 

年度 

区分 
14 15 16 17 18 

戦没者数（柱） 2,281 2,215 2,131 2,056 1,972

戦災死没者数（柱） 279 266 252 249 237

遺族参加者数 1,049 1,070 1,076 641 619

 

（３）引揚者及び未帰還者留守家族等の援護 

根拠法令等 
引揚者等に対する特別交付金の支給に関する法律

未帰還者に関する特別措置法 
所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 市10/10 

 

＜目的・事業内容＞ 

未帰還者留守家族等援護法で、未帰還者が置かれている特別の状態にかんがみ、国の責任においてそ
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の留守家族に対して手当を支給するとともに、未帰還者が帰還した場合に帰郷旅費の支給等を行い、こ

れらの方々を援護するものである。 

 

２ 災害弔慰金 

 
（１）災害弔慰金支給等 

根拠法令等 大牟田市災害弔慰金の支給等に関する条例 所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 

国１/2 県1/4 市1/4

（災害援護資金の貸付

は国2/3 県１/3） 

 

＜目的・事業内容＞ 

暴風、豪雨、地震などの自然災害により死亡した市民の遺族に災害弔慰金、精神又は身体に著しい障

害をうけた市民に災害障害見舞金の支給を、また被害を受けた世帯主に災害援護資金の貸付けを行い、

もって市民の福祉と生活の安定に資することを目的とする。 
 

  ＜支給対象＞ 

① 災害弔慰金の支給対象 

県内で災害救助法が適用された市町村が 1 以上ある災害の場合に、市内において５世帯以上の住

居が滅失するような災害により死亡した市民の遺族 

② 災害障害見舞金の支給対象 

県内で災害救助法が適用された市町村が 1 以上ある災害の場合に、市内において５世帯以上の住

居が滅失するような災害により負傷し、又は疾病にかかり「災害弔慰金の支給等に関する法律」の

別表に該当する障害が残った市民 

③ 災害援護資金の貸付対象 

・県内で災害救助法が適用された市町村が 1 以上ある災害の場合に、「災害弔慰金の支給等に関す

る法律」第１０条第１項各号に掲げる被害を受けた世帯の市民である世帯主 
・「災害弔慰金の支給等に関する法律」第１０条第１項に掲げる所得要件に該当する者 

 

＜実  績＞ 

年度 

区分 
14 15 16 17 18 

対象者 0 0 0 0 0

件数 0 0 0 0 0災害弔慰金 

金額(千円) 0 0 0 0 0

対象者 0 0 0 0 0

件数 0 0 0 0 0災害障害見舞金 

金額(千円) 0 0 0 0 0

対象者 0 0 0 0 0

件数 0 0 0 0 0
災害援護資金の

貸付 
金額(千円) 0 0 0 0 0

※ 本市において、平成１４年度から平成１８年度までの間に災害救助法が適用される災害は発生して

いない。 
 
（２）災害見舞金等 

根拠法令等 大牟田市災害見舞金等支給要綱 所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 市10/10 
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＜目的・事業内容＞ 

本市の災害（暴風、豪雨、地震、洪水、その他異常な自然現象により発生した災害又は火災による

災害をいう）の発生に際し、市長が応急的に被災者の救助を行うため、当該災害の被災者及びその遺

族に対し、見舞金及び弔慰金を支給する。 
 
  ＜支給対象＞ 

① 災害見舞金の支給対象 

・ 災害発生時において本市に居住し、原則として住民基本台帳法又は外国人登録法により、本

市に登録している者 
・ 現に居住している建物が被害を受けた者 

② 災害弔慰金の支給対象 
・ 災害発生時において本市に居住し、原則として住民基本台帳法又は外国人登録法により、本

市に登録している者 
・ 災害により死亡、行方不明になった者の遺族及び重傷を負った者 
条件：大牟田市災害弔慰金の支給等に関する条例第３条に規定する災害弔慰金又は同条例９

条に規定する災害障害見舞金の支給を受けてないこと 

 

＜実  績＞ 

年度 

区分 
14 15 16 17 18 

支給対象世帯 14 12 14 8 22
災害見舞金 

金額(千円) 594 465 543 274 774

支給対象者 1 2 0 1 3
災害弔慰金 

金額(千円) 100 200 0 100 220

 

３ 日本赤十字社事業 

 
 日本赤十字社福岡県支部と連絡を密にして、次の事業を推進している。 
 
（１）日本赤十字社社資募集 

根拠法令等 日本赤十字社法 所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 ─ 

 

＜目的・事業内容＞ 

災害救護活動をはじめ医療事業・血液事業・社会福祉事業などの諸事業を実施するために必要な財政

的支援基盤を強化するため、赤十字の理念や事業活動について人々の理解を深め個人及び法人に支援を

いただく。 

毎年５月の「赤十字社増強運動月間」を中心に赤十字社員の増強と社資の募集運動を行う。 

 

＜実  績＞ 

年度

区分 
14 15 16 17 18 

目 標 額（円） 12,354,000 12,354,000 12,354,000 12,354,000 12,354,000

達 成 額（円） 13,074,001 11,919,268 11,350,081 11,058,469 10,769,715

達 成 率（％） 105.8 96.5 91.9 89.5 87.2

  ※ 町内会組織からの脱退による募集体制の変化により年々減少傾向にある。 
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（２）各種講習会の普及 

根拠法令等 日本赤十字社法 所管課 福祉課 

担当窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 ─ 

 
＜目的・事業内容＞ 

   思わぬ災害や事故にあった人、急病人の応急処置の方法あるいは家庭での病人や高齢者の看護の仕方

などに必要な知識と技術を普及するため、「救急法」「水上安全法」「家庭看護法」等の講習を広く実施し

ている。 
 

＜実  績＞ 
   平成１８年度は、４月に幼児安全法講習、８月に水上安全法講習を実施した。 

 

（３）災害救護活動 

根拠法令等 日本赤十字社法 所管課 福祉課 

担当窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 ─ 

 

＜目的・事業内容＞ 

   災害の被災者を救援するため、被災者に救援物資（布団・毛布・救急セット・日用品セット等）を配

布する。また、必要に応じて災害義援金の募集を行う。 
 

＜実  績＞ 

平成１８年度は被災見舞い ２１件に救援物資を配布。 
災害義援金の募集及び、報道発表等７回。義援金送金８回。 
 

（４）血液事業の推進 
根拠法令等 日本赤十字社法 所管課 福祉課 

担当窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 ─ 

 

＜目的・事業内容＞ 

 安全で安定した輸血用血液確保のため、愛の献血推進協議会と献血推進団体で地域ぐるみの献血運動

を推進している。 
 

＜実  績＞ 
献血申込者数 200ml献血者数 400ml献血者数 

区分 
男 女 計 男 女 計 男 女 計 

不適者数

（人） 

地域 1,392 1,696 3,088 9 69 78 1,232 924 2,156 854

職域 1,189 650 1,839 2 27 29 1,083 270 1,353 457

学域 141 111 252 0 0 0 120 53 173 79

計 2,722 2,457 5,179 11 96 107 2,435 1,247 3,682 1,390

※ より安全な血液確保のため献血可能な方の基準が厳しくなり、献血者数は減少傾向である。 
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４ 勤労者福祉 

 
（１）勤労者福祉対策 

根拠法令等 労働法全般 所管課 福祉課 

相談窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 市10/10 

 
  ＜目的・事業内容＞ 

少子高齢化の進展、産業・就業形態の多様化など構造上の変化や、勤労者の価値観の変化など、社会

経済状況に対応した勤労者福祉施策を推進するための事業を行う。 

 

  ①労働相談 

 賃金や就業上のトラブル等の労働相談に常時応じる。助言や融資案内を行うほか、法律的に難しい

相談については、それぞれの所管機関等へ取り次ぐ等問題の解決に向け対応した。 

 

  ＜対象者＞ 

中小企業の勤労者等 

 

＜実  績＞ 

年度 

相談内容・件数 
14 15 16 17 18 

退職に関すること ― 2 2 1 ―

解雇に関すること 2 ― 2 1 1

求職に関すること 1 2 2 2 4

生活・融資に関すること 1 2 2 ― ―

労働条件に関すること ― 2 2 1 1

休業補償に関すること ― 1 1 ― ―

雇用保険に関すること 1 ― 1 ― ―

 職場環境に関すること 1 ― 1 1 ―

 その他 2 ― 2 1 ―

計 8 9 15 7 6

 
②労働事情調査と情報提供 

常用労働者５人以上の民間事業所を対象に労働統計調査を実施し、その結果を「賃金と労働福祉」

として作成し、市のホームページ上で公開した。調査事業所５０７事業所のうち回答事業所１３８事

業所。 
  

③育児等退職者就業相談（県との共催） 

県の就業アドバイザーによる再就職希望者への就業プラン等の作成やアドバイスを行う相談事業を

実施した。 

  

④労働関係法令等の改正に伴う周知・啓発事業 

    職場における待遇や労働条件の改善等を図るための広報啓発に努めた。 

 
（２）勤労者融資対策 

根拠法令等 中小企業勤労者福祉資金融資要綱（Ｓ５７年７月施行） 所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 市10/10 
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①中小企業勤労者福祉資金融資制度 

＜目的・事業内容＞ 

市が大牟田柳川信用金庫に融資資金を預託し、金融期間は預託金と同額の自己資金を加えて融資資金

とし、市内の中小企業で福利厚生制度がない事業所の勤労者に一定の目的のための融資を行い、勤労者

とその家族の生活の安定と福祉の向上に寄与するもの。 

融資枠 ６，０００千円  市預託金 ３，０００千円  預託利率０％ 

信用金庫 ３，０００千円 

       （社）しんきん保証基金の保証付として貸出 

 
＜実  績＞中小企業勤労者福祉資金の貸付状況                 （単位 千円） 

15 16 17 18       年度 

使途 件数 融資額 件数 融資額 件数 融資額 件数 融資額 

結婚資金 － － － － － － － － 

葬祭資金 － － － － 1 500 － － 

医療資金 － － － － － － － － 

教育資金 － － － － － － － － 

住宅資金 － － － － － － － － 

その他 － － － － － － － － 

計 － － － － 1 500 － － 

なお、同制度については、利用件数が１件と少なく、福岡県が九州労働金庫に同様の制度を設けてい

ることから、一定の役割を終了したものと判断し、平成１８年度をもって同制度を廃止した。 

 

②勤労者融資機関に対する措置 

 ＜目的・事業内容＞ 

・労働金庫預託金（10,000千円、預託利率0％） 

労働者の生活金融として、県下の組織労働者を中心に、未組織労働者を含む労働者の福祉事業体と

して活動している九州労働金庫大牟田支店に対し、資金の一部としての預託を行い、労働者の生活資

金や住宅資金又は賃金手当等の立替え資金等に貸出されているもので、労働者、労働団体等に対する

融資の円滑化を図っている。 
 

＜実  績＞ 

貸付状況（九州労働金庫大牟田支店取扱い分）                  （単位 千円） 

15 16 17 18 

期末残高 期末残高 期末残高 期末残高 

     貸付等 

 

資金使途 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 

団
体
等

賃金・手当立

替資金貸出 
１ 3,347 1 2,643 １ 1,915 1 1,163

住宅資金 503 4,589,364 553 5,453,307 545 5,913,230 575 6,467,772

不動産担保 

ローン 
9 104,854 8 94,361 7 83,673 7 69,585

生活資金 

ローン 
5,010 1,707,996 4,728 1,643,487 4,524 1,555,819 4,273 1,457,295

県提携ローン 10 1,782 6 638 1 9 0 0

個
人 

計 5,532 6,403,996 5,295 7,191,793 5,077 7,552,731 4,855 7,994,652

合  計 5,533 6,407,343 5,296 7,194,436 5,078 7,554,646 4,856 7,995,815
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（３）雇用対策 

根拠法令等 ─ 所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 市10/10 

 

①大牟田市雇用問題協議会 

当面する雇用失業問題を的確に把握し、雇用対策を組織的に推進するための協議機関として、次の

団体により構成している。 

・大牟田公共職業安定所       ・大牟田商工会議所 

・大牟田労働基準監督署       ・連合福岡南筑後地域協議会 

・福岡県筑後労働福祉事務所     ・大牟田市雇用開発センター 

・大牟田高等技術専門校       ・大牟田市 

 

＜事業内容・実績＞ 

・協議会ホームページでの企業情報「’０７ポマト」の情報提供 

・障害者・高年齢者雇用促進のための優良事業所の表彰 

・技能功労者・青年技能優秀者の表彰 

・労働問題相談会の開催 

・労働に関する諸情報の広報 

・「福岡県南地域大学等合同会社面談会」の後援 

・改正高齢法と雇用保険離職理由（定年）に関する説明会の共催 

・人材確保推進事業「大牟田地域企業合同説明会」の共催 

・若者向けハンドブックの作成 

 

②広域的雇用対策 

＜事業内容・実績＞ 

雇用の安定・雇用の創出・開発等について次の会議に出席し、検討・協議を行った。 

・筑後ブロック雇用促進会議      ・九州地区雇用労働福祉会議 

・筑後地域雇用労働福祉会議      

 

③雇用促進等のための助成 

＜事業内容・実績＞ 

次の各団体へ補助金を支出し、標記目的達成を図った。 

・大牟田市雇用開発センター 

・大牟田市シルバー人材センター 

 

④勤労者福祉施設の管理及び連絡調整 

＜事業内容・実績＞ 

雇用・能力開発機構（旧雇用促進事業団）による勤労者住宅の設置目的達成のための連絡調整を行

っている。なお、国の行財政改革等により、平成１４年度末に産炭地労働者福祉施設（大牟田ハイツ

本館）を、平成１５年１０月に大牟田勤労者野外活動施設（大牟田ハイツに併設）を譲り受け、以降

本市所有施設として管理を行った。平成１８年度からは民間に本施設を貸与し、運営を続けている。

雇用・能力開発機構建設施設の譲渡協議については、雇用促進住宅（３宿舎）のみ継続となっている。 

 

・産炭地労働者福祉施設（大牟田ハイツ本館）  （昭和49年建設） 

・大牟田勤労者野外活動施設（大牟田ハイツに併設）  （昭和54年建設） 

・雇用促進住宅宿舎駐車場 

白川宿舎駐車場（平成6年10月設置） 

小浜宿舎駐車場（平成１１年７月設置） 

大牟田宿舎駐車場（平成１２年３月取得） 
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（４）若年者専修学校等技能習得資金貸付事業 

根拠法令等 
福岡県若年者専修学校等技能習得資金補助金交付要綱

大牟田市若年者専修学校等技能習得資金貸付要綱 
所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 県10/10 

 

＜目的・事業内容＞ 

若年者の職業に必要な技能及び知識を援助するため、経済的な理由により専修学校等において修学が

困難な者に対し、技能習得資金を貸付けるもの（平成１４年度開始）。 

 

   ①支給対象者は次の全てに該当する人 

・本人若しくは保護者が市内に居住し、１８年度に中学校又は高等学校を卒業した人、若しくは

１８年度に高等学校を中退した人 

・要綱に掲げる専修学校等に１９年４月に在学する人で、履修課程の学科が職業に必要な技術・

技能の習得を目的としていること  

・習得した技能及び知識を自己の職業と結びつけようとする意欲が十分な人 

・次のいずれかに該当する世帯 

生活保護世帯、市民税非課税世帯、世帯の全収入が生活保護基準の１．５倍以下の世帯 

・日本学生支援機構その他の団体から給付又は貸し付けを受けない人 

②市内の主な対象校 

・大牟田医師会看護専門学校 看護高等課程・准看護科 

・専修学校紫苑学院 家政一般課程・洋裁科 

・専修学校麗学園 家政一般課程・洋裁本科 

③貸付金額及び期間 

・入校支度金…１００，０００円 

・修学資金（月額）…専門課程５３，０００円、その他の課程等（高等課程、一般課程、各種学

校）３０，０００円 

・貸付の期間は、修学年限 

④返還について 

・無利息 

・開始は、貸し付けが終了した月の半年後から 

・期間は、貸し付け年限の３倍以内の期間（最長１２年） 

 

＜実  績＞ 

年度 

貸付件数・金額 
15 16 17 18 

新規（件） 2 2 2 ―

継続（件） 1 2 1 2

貸付金額(千円) 1,280 1,550 1,280 720

 
（５)大牟田市労働福祉会館運営 

根拠法令等 大牟田市労働福祉会館条例 所管課 福祉課 

申請窓口 福祉課社会・勤労福祉担当 負担割合 市 10/10 

 

＜目的・事業内容＞ 

働く市民の福祉の増進と市民文化の向上を図る。 

 

  ＜施設概要＞ 

開設年月日 昭和５３年６月２日 

敷地面積 2,313.85㎡ 

建築面積 1,212.77㎡ 
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建築延面積 3,298.80㎡ 

構造 鉄筋コンクリート３階建 

（一部４階） 

主な施設 中ホール（200人） 

研修室（50人） 

講習室（30人×2室） 

会議室（30人、10人） 

和室（10人×2室） 

使用対象者 使用目的が会館の設置目的に沿うと市

長が認めた者 

 

＜実  績＞ 

年度 

区分 
14 15 16 17 18 

利用延人数（千人） 83 82 91 48 57

使用料（千円） 9,923 10,170 12,864 9,446 13,127

利用件数 1,876 1,939 1,861 1,140 1,551

 

 90


